






































Swift）がオックスフォード伯爵ロバート閣下に献上するということで A Proposal for 














する「英語辞書構想案」は1747年に書かれた。The Plan of a Dictionary of the English 
Language; Addressed to the Right Honourable Philip Dormer, Earl of Chesterﬁeld; One 
of His Majesty’s Principal Secretaries of State.  構想案のタイトルからわかるように，当
時の政界実力者であったチェスターフィールド伯爵に捧げる形で書かれ公表された。なお，
この案は前年に書かかれた「新英語辞書編纂概要」（A Short Scheme for compiling a new 
Dictionary of the English Language）を全面的に書きかえたものである。
「ジョンソン英語辞書構想案（1747）」試訳
― 201 ―
 ジョンソンは数人の助手とともにこの事業に当たった。ベイリー（Nathan Bailey）の 
Dictionarium Britannicum（第2版 1736）を中心に多くの辞書や著作を参照し，8年を費






いだ幾度も版を重ねただけでなく，トッド（H. J. Todd）による改訂版（1818），レーサム（R. 
G. Latham）による改訂版（1866‒70）も出版された。このため，近代辞典の編纂家が常に
引用する原典となったのみならず，英語そのものにも決定的な影響を与えた。







 翻訳に際しては構想案の翻刻版を利用した。Johnson, Samuel (1747): The Plan of a 



















































































































言葉の法則にうまく合致するように変化する例です。category, cachexy, peripneumony 










トンの作品のなかで偶然次のような句にでくわすと，その人は atrophy や pestilence とい
う語と同じくらいの期待をもって marasmus という単語を辞書で調べるでしょう。
  . . . . . . pining atrophy


















































































は以前 ferrier と綴られていたことからもわかるように，ferrum（鉄）や fer から来ていま

















例えば，dolorous と sonorous という二つの単語におけるアクセントの違いに対して，こ
れまで理由はまったく示されませんでした。ほとんど同じ綴りにもかかわらず，ミルトン
は次の文において片方の単語に対して次の音を与えています。
  He pass’d o’er many a region dólorous.
  （彼らはなおも暗く陰惨な谷間をいくつも渡り，平井正穂訳『失楽園』第2巻，618‒619）
また，もう一つの単語を下の文で用いています。
  Sonórous metal blowing martial sounds.
  （喇叭が吹奏され，士気はいっそう昂揚した。平井正穂訳『失楽園』第1巻，540）
［22］　さらに，韻律上の破格について述べるのも適切かもしれません。generousをgen’rous 




危険な変化に対して，ある語がほかの語を守るためです。wound と wind は今日しばしば









  For Swift and him despis’d the farce of state,





  As if misfortune made the throne her seat, 












です。単語をいろいろな種類に従って分けなければなりません。day や light のような単
一語もあれば，daylight のように複合語もあります。to act のような語根（語幹）もあれば，





















がほかの言語から採られています。run a risk はフランス語の courir (=run) un risque か
ら来ています。このように明白なものもあれば，句を構成する語を過去において借用した
とは思われないものさえあります。例えば，「成し遂げる」という意味の bring about は英
語本来の表現のようにみえますが，実際には英語本来の語である about にはそれと関連し
た意味はありません。それはフランス語の表現で，例えば venir à bout d’ une aﬀaire（あ
る事を成し遂げる）という普通の表現がその源にあるのです。
［29］　私たちの言語の昔からの系譜を明示する際に，英語の語源学者たちはその溢れる学
識を余りにも無駄にしてきたように思われます。彼らはほとんどすべての語について源か
ら諸言語を経由して現在に至る歴史をたどったにもかかわらず，最初の派生で充分に示さ
れることを全体として示すことしかしませんでした。最初の派生を示す慣行は簡略的な辞
書においては大いに有効です。そのような辞書では，ひどく損なわれた問題の多い言語は
より確かで広範囲に及ぶほかの言語との親近性によって説明されます。しかし，英語本来
の語の語源を取り上げる場合には，このような慣行は一般的に不必要です。ある単語がサ
クソン語の語源から容易に導き出されるとき，私はそれ以上に追求することはほとんどあ
りません。なぜなら，私たちはサクソン語の親を知らないからです。一方，フランス語か
ら借用された場合には，明らかにそのフランス語がどこから生まれ出たかを示そうと思い
ます。源であるサクソン語の源が見つからない場合には，その欠陥は近親の言語によって
補われるかもしれません。一般的に，それらの言語については英語語彙集の執筆者によっ
て必要なものがまったく気前よいくらいに準備されているでしょう。彼らは思慮分別およ
び勤勉さにおいてしばしば最高の賛辞に値する著述家ですから，少なくとも私が彼らにつ
いて敬意をもって述べることは必要でしょう。彼らのおかげで，私はとても骨の折れる仕
事の大部分が免除され，せいぜい邪魔なものを拒否するという簡単な仕事だけが私に残さ
れました。
［30］　私たちはこんなふうにしてすべての単語をその元の語までたどりますし，その元の
語がまったくわからない単語については細心の注意を払うのでないかぎりどれも認めませ
ん。こうすることにより，低俗な語がはびこったり隠語が溢れることから私たちの言語を
守ることができるでしょう。それらの語は愚かな考えや気取った言動から生まれたもので，
言葉の正しい原理から生まれることは決してありません。それゆえ，それらの語は規則に
かなった派生の歴史を示すことがまったくできません。
